
















目的 

平成2年度に弓1き続き,母体死亡の予防対策として分娩時の出血多量(1,500m1以上)また

は妊娠分娩時に輸血が必要であった症例を母体死亡ニアミス例として抽出し,それらの臨

床的背景を明らかとすることにより,今後の妊婦検診の在り方を検討することを目的とし

た。 


